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1. (1)
∫∫
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ydxdy, Dは y =
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ポイント: Dを図示して、縦線形の形に

というわけで、まずはDを図示する (左図)
この場合、縦線形の書き方は２通り考えられる。
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図 1

(x, y) ∈ Dとする。このとき、xの取りうる範囲は 0 ≤ x ≤ 1

となる。xの値を x = α (0 ≤ α ≤ 1)とすると、図 1より、√
α ≤ y ≤ 1となる。よって、

D =
{
(x, y) | 0 ≤ x ≤ 1,

√
x ≤ y ≤ 1

}
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図 2

(x, y) ∈ Dとする。このとき、yの取りうる範囲は 0 ≤ y ≤ 1

となる。yの値を y = β (0 ≤ β ≤ 1)とすると、図 2より、
0 ≤ x ≤ β2 となる。よって、

D =
{
(x, y) | 0 ≤ y ≤ 1, 0 ≤ x ≤ y2

}

どちらの縦線形の表示により計算してもよい (積分の値は同じになる)。
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2の場合: ∫∫
D

√
ydxdy =

∫1
0

( ∫y2

0

√
ydx

)
dy =

∫1
0

[
x
√
y
]y2

0
dy

=

∫1
0

y
5
2 dy =

[
2

7
y

7
2

]1
0

=
2

7



(2)
∫∫

D

x(y− 1)dxdy, Dは y = −x3 + 1, y = x+ 1, x軸によって囲まれる領域
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まずはDを図示する (左図)
この場合、yについてDを縦線形の形に書くのが簡明です。x
について縦線形の形に書こうとすると、領域を 2つに分けな
ければなりません (後述しますが、この考え方も大事です)。
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(x, y) ∈ Dとする。このとき、yの取りうる値は 0 ≤ y ≤ 1

となる。yの値を y = β (0 ≤ β ≤ 1)とすると、左図より、
β− 1 ≤ x ≤ (1− β)

1
3 となる。よって、
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xについてDを縦線形に書こうと思うと、Dを２つの領域に分けなければならない (左図):
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すなわち、左図のようにDをD1, D2 に分けると、次のように縦線形の形に書ける:

D = D1 ∪D2,
D1 =

{
(x, y) | −1 ≤ x ≤ 0, 0 ≤ y ≤ x+ 1

}
D2 =

{
(x, y) | 0 ≤ x ≤ 1, 0 ≤ y ≤ −x3 + 1

}
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}
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のように、D1 上の重積分とD2 上の重積分に分けられる。したがって、∫∫
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参考図: (1)と (2)のグラフを立体的に見ると次のようになります:
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D上の z =
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yのグラフ

D
x

y

z

D上の z = x(y− 1)のグラフ


